


ワンテーブルは命の未来にイノベーションを起こす会社です。
テーマは、大きな枠組みで備えて、予測して、経験をアップデートする。



水 を 必 要 と し な い 備 蓄 食
次世代につなぐ社会システム・プロダクト
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この国の災害は毎年おこるもの。阪神淡路大震災を契機に災害に関する意識が
高まったものの、社会システムや仕組み、乾パンなど100年間変わらない現状。

また、日本の災害は地震・津波だけでなく、台風・噴火・河川の氾濫・雪害・熱
波など多くの種類の災害があります。

東日本大震災を契機に、防災産業の創造を通じて日本を強くします。



宇宙技術×防災による東北発防災産業創出プロジェクト

企業

自治体

住民

2,325億円

高まる社会ニーズ想定されている災害リスク

想定外の災害リスク

首都圏直下型地震

南海トラフ地震

西日本豪雨・熊本地震 等

インバウンド・ハラール対応

食物アレルギー対応

障がい者対応

バリアフリー対応

これまでの災害の教訓

• そもそも備えていなかった
• 備えていたものが役に立た

なかった
• どこに逃げたらいいのかわ

からなかった
• 食べる物がなかった

• トイレ問題
• 着替え問題
• お風呂問題
• 情報錯綜問題
• 物資物量問題
• パーソナルスペース問題
• 復興住宅ストレス問題

防災新市場規模

（日本）



後 援 ： 経 済 産 業 省 2019年5月、デュアルユースなフィリング工場が竣工。
アジアの防災拠点としても活用

災害地域と宇宙、それぞれ知見を活かした

''極限環境''における食の開発へ。

BOSAI SPACE FOOD PROJECT



SDGs目標達成をスコープとする／防災×宇宙食

BOSAI SPACE FOOD PROJECT
「BOSAI SPACE FOOD」を用いて、事業領域や公共領域
において様々な価値創出を目指すプロジェクト
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①新たな防災事業の創出

②異分野領域での事業展開

③宇宙滞在者向け食事業の開拓

④新たな防災用メニューの考案

⑤防災×宇宙×食による教育活動

⑥SDGs達成に向けた取り組み

災害時と、宇宙の環境は、よく似ている

閉鎖性
ストレスフル

健康問題
栄養不足

限りある水

災害時

宇宙

≒

✔閉ざされたストレスフルな空間で長期間を過ごす「極限状態」
✔災害時の課題は宇宙での課題に類似。

被災地と宇宙、それぞれの知見を活かした“極限環境での食”の開発へ

世界から支援を受けた東北が未来志向によって
世界貢献ができる力強い復興を創造

SDGｓ
貢献目標



オリジナルパッケージや医療・健康・美容・お土産などに転用



会社概要

ワンテーブル100％子会社

ONETABLE LIFE PLANNING Inc.

株式会社ワンテーブル・ライフプランニング

事業概要：建築・ホテル運営・飲食店運営・食品加工施設運営受託事業

特定建設業許可証:（特-30 第20984）

一級建築士事務所登録:(第17610078)

宅地建物取引業：宮城県知事（１）第6397号

会社名 : 株式会社ワンテーブル

(英文表記)  ： ONETABLE Inc.

代表取締役 ： 島田 昌幸

資本金 ： 85,000,000円

資本準備金 ： 60,000,000円

設立年月日 : 2016年11月11日

住所 : 〒985-0874 宮城県多賀城市八幡一本柳117番地の8

電話番号 : 022-355-6696

FAX : 022-796-4215

主要株主一覧（2019年10月時点）




